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【絆サロン 活動報告】 

 

北海道新聞にサロンの案内が掲載されると、想定外に多くの方々に

お集まり頂くことになりました。 

病気の重篤さ、介護するご家族様のお忙しさを思うと年に数回の交

流会では機会が少ないので常設となる相談、情報交換、交流の場を開

設することを目指しました。 

まずは「絆サロン」の存在を皆さまに広報することからでしたので、

このように大きな反響をいただき、会場の狭さ、空調が効かないなど

ご不便をかける結果となりましたことを心よりお詫び申し上げます。

まずは試みの初年度であるため、皆様の反応を確認しつつ、今後はそ

の反省を活かしつつご不便のないように活動を継続してまいります。 

皆さまから忌憚の無いご意見など賜りましたら幸いです。今後とも

皆さまの情報交換、交流の場として「絆サロン」は皆様の身近な活動

となりますことを目指してまいります。 

皆様、宜しくお願いいたします。 

 

 

  

６月３日 北海道新聞 朝刊掲載 
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6 月 13 日 東京から橋本操さんもかけつけました。盛況です！  

 

 

７月 11 日 話すことができるカニューレを業者さんがプレゼンした後、参

加者の皆さまで交流会を開きました。前回からお越しいただいている方や

今回が初参加の方もいらして活発な意見交換、交流が行われました。 

 

 

カニューレの業者、インターメイドジャパンの谷浦さんから、質問に対して回

答が来ました。 

１．ＡＬＳ患者におけるスピーチカニューレ可能な状態は？ 

回答→気管切開を施行し長期間経過している患者では、すぐに発生するこ

とは難しいです。声帯の筋力及び低下している場合は、トレーニング

が必要です。誤嚥の可能性が低く、嚥下機能が残存している患者さ

んであれば発声の可能性があります。麻痺のレベルについては、現

在明確なデータは御座いません。 

その他の回答は次回は、８月８日にいたします。 

皆様のご参加をお待ち申し上げております。 

                       文責 加福 保子 


